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高エネルギー密度新物質の創生

­超高圧固体物質を手の上に­



平衡・非平衡ハイブリッド圧縮法と
ミクロ・マクロダイナミック診断法の開発

­



高エネルギープラズマフォトニクス
­極限を超えた極限デバイスの創生­

１．スーパー電子顕微鏡でフェムト秒・ナノメートルの世界に

２．プラズマミラーで究極の光制御 ３．EUV非線形光学効果

４．テラワット級テラヘルツ光源を目指して

プラズマオプテイックスで安定
な高密度・単色MeV-GeV電子
ビームを実現

T.Hosokai,et al., Phys  Rev. Lett. 97, 075004 (2006 )

飽和吸収

２光子吸収
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理論・シミュレーションで未知・
未踏の世界を開拓

１．真空非線型光学

２．固体金属水素を目指して

３．プラズマを光で透明にする

K. Shibata, et. al. Phys. Rev. B 82, 195123 (2010)
K. Shibata and R. Kodama J. Phys.244 (2010) 042020
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• 電磁誘導透過(EIT)によるプラズマ屈折率制御
• EITで超臨界密度プラズマからテラヘルツ波発生


